
AgriVoltaics2024国際会議の概要
2024年8月20日

この事業は令和6年度独立行政法人地球環境基金の助成を受けています
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世界に広がるソーラーシェアリング

出典: Map obtained from the “Global Solar Atlas 2.0, a free, web-based application is developed and operated by the company Solargis s.r.o. on behalf of the World Bank Group, utilizing 
Solargis data, with funding provided by the Energy Sector Management Assistance Program (ESMAP). For additional information: https://globalsolaratlas.info

既存 (18カ国)
計画 (  7カ国)



AgiriVoltaics国際会議の沿革

• 2020年にドイツのフランフォファー太陽エネルギーシステム研究所（Fraunhofer Institute for Solar Energy Systems ISE；Fraunhofer ISE）とフラ
ンスの国立農業・食糧・環境研究所（Institut national de recherche pour l’agriculture, l’alimentation et l’environnement：INRAe）の主導で組織
化された国際会議

• 世界40カ国から数百人の研究者、実践者、企業などが集うこの分野で世界最初の本格的な国際会議。毎年、各国持ち回りで開催

• 次回はドイツのフライブルク市で2025年7月1日～3日に開催予定
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第1回 第2回 第3回 第4回 第5回

開催時期 2020年6月14~16日 2021年6月14~16日 2022年6月15日~17日 2023年4月12日～14日 2024年6月11日～13日

開催場所 ペルピニャン
(Perpignan, France)

フライブルク
(Freiburg, Germany)

ピアツェンツァ
(Piacenza, Italy)

韓国テグ市
(Daegu, Korea)

米国コロラド州デンバー市
(Denver, Colorado, USA)

形式 オンライン オンライン ハイブリッド ハイブリッド ハイブリッド

主催 INRAe Fraunhofer ISE Università Cattolica del 
Sacro Cuore

Yeungnam University
(嶺南大学)

National Renewable 
Energy Laboratory 
(NREL); University of 
Arizona (UoA)

運営委員 • Fraunhofer ISE
• PSE

• INRAe
• PSE

• INRAe
• Fraunhofer ISE
• Conexio-PSE

• INRAe
• Fraunhofer ISE
• Conexio-PSE

• NREL
• UoA
• Conexio-PSE

参加者数 ＞350人 ＞420人 488人 (うち、オンサイト256人, 
オンライン232人, 学生73人)

351人 ＞500人

参加国数 38カ国 38カ国 46カ国 46カ国 >30カ国

論文集 https://aip.scitation.org/toc/apc/
2361/1

https://pubs.aip.org/aip/acp/issu
e/2635/1

https://www.tib-
op.org/ojs/index.php/agripv/issu
e/view/7

https://www.tib-
op.org/ojs/index.php/agripv/index

準備中

https://aip.scitation.org/toc/apc/2361/1
https://aip.scitation.org/toc/apc/2361/1
https://pubs.aip.org/aip/acp/issue/2635/1
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https://www.tib-op.org/ojs/index.php/agripv/index
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これまでの主催団体

 フランス国立農業・食糧・環境研究所 （Institut national de recherche pour l’agriculture, l’alimentation et l’ environnement: INRAe）
 2020年1月1日、国立農学研究所（Institut national de la recherche agronomique: Inra）と国立農業環境科学技術研究所

（Institut national de recherche en sciences et technologies pour l’environnement et l’agriculture: Irstea）との合併により誕生

 その規模と研究領域の幅の広さによって、世界一の農業・食糧・環境の専門研究機関

 職員11,500人、18の研究所（268研究ニット）、予算（2020年）10億ユーロ（1,300億円）、試験圃11,000ha

 フラウンホーファー太陽エネルギーシステム研究所 （Fraunhofer Institute for Solar Energy Systems: Fraunhofer ISE）
 フラウンホーファー研究機構はドイツ各地に75の研究所・研究施設を構え、約29,000人のスタッフを擁する欧州最大の応用研究機関。

年間研究費総額は約28億ユーロ（3,600億円）でその70％が委託研究費（民間、欧州など）＋30％政府から経常経費資金提供

 その一研究所であるFraunhofer ISEは、1981年にソーラーシェアリングを世界に先駆けて提唱したアドルフ・ゴッツバーガー氏（Adolf Goetzberger）
によって設立された

 聖心カトリック大学 (サクロ・クオーレ・カトリック大学；Università Cattolica del Sacro Cuore (UCSC)

 イタリアのソーラーシェアリング研究開発・制度化のフォーカルポイント

 特に、2軸追尾型と垂直型のシステムでは欧州各国とも連系して研究開発の最先端

 Yeungnam University (嶺南大学)

 ヨンナム大学は韓国の私立大学で、再生可能エネルギーのスタートアップのインキュベーションなどにも力を入れている

 国立再生可能エネルギー研究所（National Renewable Energy Laboratory: NREL)

 米エネルギー省に属する再生可能エネルギーとエネルギー効率に関する研究開発を行う基礎研究所

 コロラド州デンバー郊外のゴールデンに位置し、近郊のコロラド州立大学やJack’s Solar Gardenと共に米国のAPVの研究・普及・啓発拠点を形成

 アリゾナ大学（University of Arizona: UoA）
 既存のバイオスフィア2 （BioSphere2）研究・教育施設を拡張した特に乾燥地における先駆的なAPV研究と教育の草分け

 米国におけるソーラーシェアリング研究・開発・普及および組織化のフォーカルポイントの一つ
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全国ご当地エネルギー協会からの発表

• 第1回（AV2020）※参加者：【ISEP】飯田哲也、山本精一、田島誠

 Evolution of agrivoltaic farms in Japan（田島誠） ※共同執筆者 飯田哲也
DOI: https://doi.org/10.1063/5.0054674 (AIP Conference Proceedings)

• 第2回（AV2021） ※参加者：【ISEP】飯田哲也、Christian Doedt、近藤恵、田島誠

 Country Report of Japan（田島誠）

 Comparative Study on the Land-use Policy Reforms to Promote Agrivoltaics (Christian Doedt) ※共同執筆者 田島誠、飯田哲也
DOI: https://doi.org/10.1063/5.0115906 (AIP Conference Proceedings)

• 第3回（AV2022） ※参加者：【ISEP】飯田哲也、Christian Doedt、田島誠

 Agrivoltaics in Japan: A Legal Framework Analysis (Christian Doedt) ※共同執筆者 田島誠、飯田哲也
DOI: https://doi.org/10.52825/agripv.v1i.533

• 第4回（AV2023） ※参加者：【ISEP】飯田哲也、Christian Doedt、田島誠；【ソーラーシェアリング推進連盟】近藤恵ほか多数参加

 The Socio-Technical Dynamics of Agrivoltaics in Japan (Christian Doedt) ※共同執筆者 田島誠、飯田哲也

• 第5回（AV2024） ※参加者：【ISEP】飯田哲也、Christian Doedt、田島誠；【市民エネルギーちば】田中蓮

 A Social Media Analysis of the Agrivoltaics Discourse in Japan (Christian Doedt) ※共同執筆者 田島誠、飯田哲也

※田島は、AV2020，AV2021，AV2022，AV2023，AV2024の科学委員（Scientific Committee）メンバーおよびAV2024から新設された学生コンペの審査委員
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Agrivoltaics2024のトピック

植物と作物の生理学 Plant and Crop Physiology 放牧と動物福祉 Grazing and Animal Welfare

太陽光発電システム技術 PV System Technologies 最適化と経済モデル Optimization and Economic Modeling

環境モデリング Environmental Modeling 社会科学 Social Sciences

政策と規制の問題 Policy and Regulatory Issues 公平性の問題 Equity Issues

産業界の視点 Industry Perspectives ベストプラクティス Best Practices
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キーノート 4人
ラウンドテーブル 8セッション
発表 221
ポスター 75

https://www.agrivoltaics-ife.com/?utm_source=agricon


視察ツアー Technical Tour
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CSU ARDEC

コロラド州立大学農業研究開発教育センター

• APVに関わる先駆的な研究を実施しており、
この分野におけるイノベーションの最前線

• 1,000エーカー以上の耕地と最新鋭の施設

• 2019年に設立されたAPV試験場のデモサ
イト（透明度の異なる3つの太陽電池モ
ジュール技術と完全な太陽制御。2024年
には垂直二面体モジュールを含むように拡
張）

• 実証試験場は、生産者、関係者、議員、大
学の研究者、学生、一般市民との接点とし
て機能

• CSU ARDECについて

Jack’s Solar Garden

ジャックス・ソーラーガーデン

• コロラド州ボールダー郡にある家族経営の
コミュニティ・ソーラー・ガーデン

• 太陽エネルギー生産と特産品から薬草まで
幅広い農業栽培のユニークな組み合わせに
より、持続可能な農業の可能性を再定義し
ている

• 普及・啓発・研究拠点として、全米、海外
から視察や体験、研究に多くの人が訪れて
いる。近隣の小中学校に学習機会提供。ア
リゾナ大学やNRELに実験圃場として提供

• ジャックス・ソーラーガーデンのAPV
（YouTube）

NREL

国立再生可能エネルギー研究所

• 国立太陽光発電センター（National 
Center for Photovoltaics）や国立バイオ
エネルギー・センター（National 
Bioenergy Center）など最先端施設を擁す
る、全米随一の再生可能エネルギー研究開
発機関

• APVに関しても、全米のAPVサイトデータ
とマップの整備・公開、意思決定システム
（DSS)の開発、最新技術の研究開発、社
会面・政策面の研究を精力的に行っている

• 2022年、既存の70kW両面型PV技術研究シ
ステムをAPV研究プロットに適用し、
InSPIRE研究チームを中心に、作物生産、
牧草、在来花粉媒介者の生息地に関する研
究が行われている

• NREL アグリボルタイクスを通じて植物、
電力、パートナーシップを育てる

大学 コミュニティ 国立研究所
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学生デザインコンペ

• コロラド州内の典型的な3地域（都市部、
郊外、農村部）における革新的なAPVシス
テムをデザインする

• 大学生、大学院生対象

• 7 人 の 審 査 委 員 が 5C* (Climate, 
Configuration, Cultivation, Compatibility, 
Collaboration ）に基づき採点

• 参加13チームから地域毎に1チームの優秀
賞。受賞チームには賞金9千ドル授与
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2ヘクタール
- 都市・屋上農業
- 都市の社会的・政

治的ダイナミクス
- 都市の土地利用の

最適化

8ヘクタール
- 果樹園＆ブドウ園
- アグリツーリズム

の機会
-  ロッキー山脈西斜

面（コロラド川）

200ヘクタール
- 商品作物と設備
- 牛・家畜の放牧
- 広大な土地面積

都市部 郊外 農村部

* Macknick, J., et al., The 5 Cs of agrivoltaic success factors in the United States: Lessons from the InSPIRE research study. 
2022, National Renewable Energy Lab. (NREL), Golden, CO (United States).



採点基準

合計 100

項目 考慮すべき主な基準 配点
Climate
気候、土壌、環境

-現状の一般的な敷地分析 (3)
-水へのアクセスと管理 (3)
-土壌と気候条件に基づく適合性 (2)
-立地条件、インフラへの近接性(2)
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Configuration
構成、ソーラー技術、
設計

-PV設計（パネルの高さ、地被率を含む） (10)
-土地面積内のプロジェクト・レイアウト (10)
-太陽光発電システムの容量と発電量（5）
-PV技術（モジュールと架台）（5）

30

Cultivation (& Crop)
栽培方法、作物の選択
と管理方法

-気候および構成に基づく植生／作物選択適性 (3)
-収穫と土地管理 (3)
-植栽/植生/放牧計画 (2)
-地域の食料システムにおける市場と流通 (2)
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Compatibility
互換性と柔軟性

-農場運営と設備の互換性 (3)
-安全性への配慮 (3)
-システム設計の他の農業活動への適応性 (2)
-インフラ（太陽光発電と農業）の要件 (2)
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Collaboration
協働とパートナー
シップ

-プロジェクト設計における潜在的な社会的影響の考
慮(10)
-異なるセクターにまたがる関連するタイプのパート
ナーや協定の特定 (4)
-地域社会及び利害関係者の参画の機会(3)
-教育の機会（3）

20

プロジェクトの新規
性とインパクト

-アプローチの斬新さ・独自性 (4)
-地域横断的なプロジェクト設計の拡張性（2）
-農業用太陽光発電システムの採用で重要なその他の関連要因（2
件）
- 審査員ボーナス（2）
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1. プロジェクト説明
（ナラティブ）

2. サイトのデザイン
（ポスター）

採点者のコメント
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受賞者・チーム
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大学 国 区域 プロジェクト名
テンプル大学
（個人）

米国 都市部 MUUSEculture Garden：太陽エネルギー文化園の都市
複合利用により、低所得者層に食料、電気、憩いの場を
提供

The MUUSEculture Garden: a Multi Urban Use of Solar Energy 
Culture Garden to provide food, electricity, and a retreat for 
low-income communities

リエージュ大学 ベルギー 農村部 大豆生産用の木材製PVキャノピー

Timber PV canopy for soybean production

スタンフォード大学 米国 農村部 デジタルツインモデリング、ゲノム最適化、農業専門知
識を活用し、Bookcliff Farmの農場用太陽光発電システ
ムを設計

Leveraging Digital Twin modeling, Genomic Optimization, and 
Agronomic Expertise to Design an Agrivoltaic System for 
Bookcliff Farm
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【都市部】

テンプル大学

米国、個人

都市空間デザインは
優れて美しく、良く
考えられた動線、適
切な作物の選択、環
境に配慮したAPVシス
テムが特徴。 低所得
者層コミュニティを
優先し、来訪者を惹
きつける魅力的な美
観を備えている点も
素晴らしい。
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【農村部】

リエージュ大学

ベルギー

地元産の丸太を使用し
た、予算にやさしい革
新的なデザイン。地域
社会への強い関与。
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【農村部】

スタンフォード
大学

米国

高度で最新の専門的な
モデルを使用した包括
的な経済および環境分
析。農場および地元の
利害関係者との農業分
野における協力関係の
成功。



ギャップ

分野 海外に比して日本が弱い分野 （Weakness）

研究・開発 • 農業に資するシステム研究
• APVの多様な分野における査読論文が毎週のように発表される
• 国の研究機関等を中心に、大学・研究機関の参画度が高い
• 多様なAPVシステムのイノベーション

制度 • 科学的知見に基づく農業基準と法制度化

教育 • 中心的な教育・啓発・普及センターの存在

ベンチャー • APV関連製品に特化したベンチャー企業
• 研究開発・普及に製品製造企業の参画度が高い

政府の主導 • 国の中心的研究機関の参加（米国、ドイツ、フランス、イタリア、イスラエルなど）
• 州政府主導の制度的・経済的インセンティブ（マサチューセッツ州）
• 国の基幹的な標準への農業基準の反映（日本のJISに相当するドイツのDIN Spec、イ

タリアのUNIなど）と法整備
16
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